
全医共役員会議 議事録 

 

開催日時：2022年 12月 21日 (水) 午後５時 30 分より 

場所：ZOOM による(各自の施設を結んだ)遠隔会議 

 

参加者：丸岡、篠塚、末松、宮野、金本、奈須、小笹、山根、今入、北堀、長竹、牧子、

大坂、小畑、佐瀬 

欠席者：大野、神山、寺部、畠山 （敬称略） 

 

審議事項 

１. 担当部の適切な人員配置について 

現在 

事務局８名（篠塚、畠山、大野、今入、牧子、佐瀬、北堀、長竹） 

 事業部４名（末松、小畑、小笹、山根）幹事 坊山（北九州小倉） 

 組織部５名（宮野、大坂、奈須、寺部、丸岡（兼務）） 

 

 事務局→事業部（今入、長竹、牧子） 

 年次大会の開催地が九州の次は東京で開催の予定。会場手配など首都圏の方にお願 

いすることになる。開催地との調整や会場手配などを一緒に経験する。 

 事業部→組織部（小笹） 

 これまで、ホームページを管理して経験豊か、中四国開催までは事業部と兼務でお願

いしたい。 

  

審議した結果、承認された。（2023 年１月より） 

   

２. 副会長退任申し出による後任について 

篠塚副会長後任として佐瀬理事にお願いしたい。（ハイブリット開催の準備や抄録

作成などを担当。文書発送担当の北堀理事と同じ施設。） 

 

審議した結果、承認された。（2023 年４月より） 

 

３. Zoom の共同利用について 

運用規定と使用申請書を作成し、共同利用できるようにする。（別資料 1） 

 

審議した結果、承認された。（後日ホームページへアップする。） 

 



現在 500 アカウントでの契約であるが、今後の使用状況等を考慮すると、100 アカ

ウントにしても良いのではと丸岡会長より発言あり。 

 

 審議した結果、承認された。（次回契約は 100アカウントとする。） 

 

４. 幹事の活動人員について 

 若手の職員を幹事として部に勧誘する。（部内で招集） 

  

 

５. 令和５年度次年度年次大会について（別資料２） 

末松副会長より次年度案の説明、実行委員の紹介あり。 

特別講演・厚労省講演・教育講演はハイブリッドで行うが、分科会は会場のみで行

う方向で検討していく。 

厚労省講演・教育講演の講師選定、依頼を早々におこなっていく。 

 

 

次回の全体会議は２０２３年３月頃を予定するが、その前に各部(事務局・組織部・

事業部)内でそれぞれ年次総会に向けての会議を行い、行動予定を取りまとめたうえで

全体会議を行こととする。 

文責 佐瀬 


